
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り

３
つ
目
の
柱
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
生
活
基
盤
の
充
実
を
目
指
し
、「
活
力

の
あ
る
村
づ
く
り
」
に
、
農
林
業
・
商
業
・

工
業
・
雇
用
・
観
光
の
各
分
野
で
、
村
の
特

性
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。ま

ず
農
林
業
の
振
興
で
は
、
兼
業
農
家
が

増
え
る
中
、水
稲
や
園
芸
作
物
、果
樹
、花
卉
、

肉
牛
繁
殖
な
ど
多
様
な
経
営
形
態
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
風
評
被
害
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
認

定
農
業
者
制
度
や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
を

進
め
、
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
を
活
用

し
た
農
村
環
境
保
全
、
農
地
集
積
や
新
技
術

導
入
に
よ
る
経
営
効
率
化
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
６
次
産
業
化
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
持
続

的
発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。
林
業
分
野
で
は
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
よ
る
間
伐
・
下

草
刈
り
・
松
林
保
全
な
ど
を
実
施
し
、
森
林

の
多
面
的
機
能
の
維
持
と
放
射
性
物
質
対
策

を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

商
業
で
は
、
商
店
主
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
売
上
減
少
と
い
っ
た
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
商
工
会
と
連
携
し
、
既
存
事
業

者
支
援
や
新
規
創
業
者
育
成
を
推
進
。
移
動

販
売
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

工
業
分
野
で
は
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
既

存
企
業
の
支
援
に
努
め
、
立
地
環
境
整
備
や

支
援
制
度
の
充
実
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
雇
用
・
勤
労
者
対
策
と
し
て
求
人
・

求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
整
備
を
通
じ
て
、
村
内
就

労
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
両
立
し
て

い
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
、
乙
字
ヶ
滝
や
東
野
の
清

流
、
大
寺
城
跡
公
園
な
ど
の
自
然
景
勝
地
、

東
福
寺
舎
利
石
塔
や
南
須
釜
の
念
仏
踊
り
と

い
っ
た
文
化
資
源
を
活
か
し
、
環
境
整
備
や

地
域
団
体
と
の
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
旧
四
辻
分
校
を
活
用
し
た
「
た
ま

か
わ
観
光
交
流
施
設
森
の
駅
ｙ
o
d
g
e

（
ヨ
ッ
ジ
）」
を
拠
点
に
、
農
業
体
験
・
自
然

３
基本目標

体
験
・
食
体
験
な
ど
の
着
地
型
観
光
を
展
開
。

都
市
部
か
ら
の
来
訪
者
と
地
域
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
名
産
品
開
発
、
観
光

ル
ー
ト
設
定
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、
通
過

型
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
村
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
す
。
今
後
も

玉
川
村
は
、
農
林
業
の
発
展
、
商
工
業
の
振

興
、
雇
用
の
確
保
、
観
光
資
源
の
活
用
を
通

じ
て
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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き
や
す
い
環
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を
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立
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ま
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や
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の
清

流
、
大
寺
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ど
の
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然
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、
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利
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と

い
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た
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化
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か
し
、
環
境
整
備
や

地
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団
体
と
の
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
旧
四
辻
分
校
を
活
用
し
た
「
た
ま

か
わ
観
光
交
流
施
設
森
の
駅
ｙ
o
d
g
e

（
ヨ
ッ
ジ
）」
を
拠
点
に
、
農
業
体
験
・
自
然

体
験
・
食
体
験
な
ど
の
着
地
型
観
光
を
展
開
。

都
市
部
か
ら
の
来
訪
者
と
地
域
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
名
産
品
開
発
、
観
光

ル
ー
ト
設
定
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、
通
過

型
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
村
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
す
。
今
後
も

玉
川
村
は
、
農
林
業
の
発
展
、
商
工
業
の
振

興
、
雇
用
の
確
保
、
観
光
資
源
の
活
用
を
通

じ
て
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

❶ 農業振興・６次産業化推進事業
認定農業者や営農組織を中心に、地
域の特性を生かした高品質な農産
物の生産やブランド化を推進。加
工・販売・観光を組み合わせた６
次産業化を進め、農業の収益向上と
地域経済の自立を図る。

❷ 商工業・企業支援事業
商工会や事業者と連携し、既
存店舗の活性化や新規創業者
への支援を実施。村内外企業
の誘致やサテライトオフィス
整備を進め、働く場の確保と
地域雇用の創出を目指す。

❸ 観光拠点整備・着地型観光推進事業
旧四辻分校を活用した「たまかわ観光交流施設森
の駅ｙodge（ヨッジ）」を拠点に、農業体験や自然体
験、地域の食を生かした滞在型観光を展開。村民と
来訪者が交流できる体験プログラムの充実によ
り、観光による交流人口の拡大と地域経済の活性
化を図る。

❹ 水辺環境活用・かわまちづくり推進事業
阿武隈川の豊かな自然を活かし、「玉川村複合型水辺施設乙な
駅たまかわ」や中池公園などを拠点とした「かわまちづくり」
を推進。地域団体や企業と連携したイベントやレジャー活動
を通じて、村内外からの来訪促進と地域交流の拡大を進める。

❺ 地域資源活用・文化振興事業
乙字ヶ滝や大寺城跡、南須釡の念仏踊りなど、歴史・文化資源
の保存と活用を推進。地域行事や伝統芸能の継承を支援し、村
民の誇りと絆を育むとともに、観光資源としての魅力向上を
図る。

主 要 事 業
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